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性に脳卒中が多 く,男性は心肺梗塞が多い.tyl)(?Ⅰに
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mild 恒 t)いth-r()idisTl12例. lこ山､IlthH)othyroidism

摂取率が5()Oo/il､巨一癖三例である.禁三卜 斗 食(･Jl内容は,

海藻のみ摂取を禁 じた.

トrl:.ニi例はlP肯域に 卜降 し 残1)(ハ1例ヰ)4･･1日汗汗二は

正常域に入･ノ_,た.flyrtlは5例い-LfL'来車)1-I)JjLで 目すし.

･1･吊 H二日二は全例T:.常(Lした.rI':日刊 t値であ､-､上 1

例は lJH卜こ豆E常化した.また,甲状腺腫大は:r)[町恒
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高値を示 し. ‡lr雄 二T:了ロ ーIlI/1..!,:jUL､た l)r･l,(う 法 iTJこ

よる結合率い巨)OOol､L巨Tl筈Lい高 佃 を 示 t-//_. 1)〕 患 苦

血清と AmeT旦exM のヨウ化 T3 ア ナ ロ グ を反応させ,

そこをこ各種抗 ヒト免疫 グロプリソ を加えて結合率を調べ

た.その結果,こ'･TIT3 自己抗休は 1g13LT.)銀山来し7)鶴

('‖二思われた.考察 :本刑i･こおいて抗 ′r3(1-7己抗体ハ

存在が示唆され その抗体は Ⅰ鍔G の鎖由来であっヂ∴
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例では J,hllerkxA;Ⅰと同様iこ高値を示した二王である.

両者に-.1いて.親和性の比較などの検討も加えて報告寸
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では 1-･.記ハ脊坪如こよ･r)身長 IL'iiIlL111に如縮,佃釆ニ~iiI).5kLr.

頚部鷹感触知せず,心収縮邦雄督聴取,検塞威厳では血
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背 柱 の 変形サ賭痛を訴える患者は多いが,その中をこ稀

をこ PHP の存在することを忘れてはならない書
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月経過多.多毛の発現をこより発鳳された副腎性器症俵

群LT)･例を経験 した.

症例は28れT)女性.会社員.昭和()3年､い)月経過ちて.

婦 J､巨こ-1通 院中 多毛で内科-紹 介さる.理学的にはf机二所

魔は見られなかった専

内分泌検査でLL 血中 二I,卜f-､/'′LはrU苗で尿中 lT
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